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昭
和
六
一
年
度
文
部
省
所
管
一
般
会
計

予
算
額
の
構
成
／
文
部
省
所
管
昭
和
六

一
年
度
予
算
額
主
要
事
項
別
表
／
教
育

費
総
額
・
公
財
政
支
出
教
育
費
と
国
民

所
得
と
の
関
係
／
財
濡
別
教
育
費
総
額

◇
教
育
改
革
ト
ピ
ッ
ク
ス

臨

時

教

育

審

議

会

の

審
議
状
況
に
つ
い
て

臨
時
敦
育
審
議
会
事
務
局
：
。
：
；
：
゜
°
•
7
8

尋
文
部
省
の
ま
ど

国
語
審
謡
会
答
申
「
改
定
現
代
仮
名
遣

体
育
。
ス
ポ
ー
ツ

高

等

教

育

二三四
総

説
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課
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産
業
敦
育
の
改
善
に
関
す
る
調
査
研
究

報
告
に
つ
い
て

初
等
中
等
敦
育
局
職
業
敦
育
課
…
•
•
,
8
2

昭
和
六

0
年
度
「
児
童
ら
生
徒
の
学
校

外
学
習
活
動
に
関
す
る
実
態
調
査
」

に
つ
い
て

霰
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

大
臣
宣
房
調
査
統
計
課
：
；
・
o
.
9
1

ハ
ー
ド
の
購
入
よ
り

ス
タ
ッ
フ
の
養
成
が
先

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）

中
学
校
の
新
し
い
教
育
課
程
定
ま
る

（
フ
ラ
ン
ス
）

放
送
大
学

六
一
年
度
第
二
学
期
生
を
募
築
・
・
o
.. 
85 
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文
化
財
の
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て
助
成
措
置
を
講
じ
た
。

財
の
管
理
の
万
全
を
期
す
る
た
め
防
災
設
備
の
保
守
点
検
、
小
修
理
等

近
年
、
社
会
的
・
経
済
的
諸
条
件
の
変
化
を
背
景
と
し
て
広
く
国
民

の
間
に
多
様
な
文
化
的
欲
求
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
化
の
す

う
勢
の
中
で
高
い
水
準
の
優
れ
た
芸
術
文
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

文
化
庁
に
お
い
て
は
国
民
が
等
し
く
か
か
る
芸
術
文
化
を
享
受
し

う
る
よ
う

r

①
優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
を
奨
励
す
る
施
策
と
し
て
f
芸

術
祭
（
主
催
公
演
、
協
賛
公
演

r

参
加
公
演
℃
国
際
公
演
）
の
実
旋
f

家
育
成
の
た
め
の
研
覧
（
在
外
研
修
＇
国
内
研
修
y
優
れ
た
成
果
を
挙
げ

た
芸
術
家
上
団
体
の
顕
彰
（
芸
術
選
奨
、
日
本
芸
術
院
翼
舞
台
芸
術
創
作

奨
励
賞
、
優
秀
美
術
作
品
買
上
、
優
秀
映
画
こ
J
ど
も
向
け
テ
レ
ビ
用
優
秀
映

画
製
作
奨
励
）

r

芸
術
関
係
団
体
の
助
成
f
②
芸
術
鑑
賞
槻
会
の
充
実
を

図
る
旋
策
と
し
て
、
成
長
期
に
あ
る
こ
ど
急
の
豊
か
な
創
造
性
、
情
操

要
民
俗
文
化
財
二
八

0
件
f
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
（
特
別
史
跡
名
勝
天

然
記
念
物
を
含
む
。
）
二
三
八
八
件
が
指
定
さ
れ
、
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
二
二
地
区
、
文
化
財
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
伝
統
的
な
技
術
、
技
能
と
し
て
f
選
定
保
存
技
術
三
六
件
が
選
定
さ

重
要
な
文
化
財
と
し
て
指
定
、
選
定
さ
れ
た
文
化
財
を
保
護

す
る
た
姿
計
画
的
に
保
存
修
理
や
防
災
事
業
を
実
旋
し
、
ま
た
文
化

さ
ち
正
『
国
宝
，
重
要
文
化
財
等
の
散
逸
や
海
外
流
出
を
避
け
る
等

の
た
め
の
国
の
買
い
上
げ
及
び
、
史
跡
等
に
つ
い
て
の
公
有
化
、
保
存

旅
設
f
防
災
旋
設
の
設
置
等

r

埋
蔵
文
化
財
発
掘
胴
査

r

天
然
記
念
物

の
食
害
に
対
す
る
防
證
事
業
、
霊
要
無
形
文
化
財
の
後
継
者
養
成
事

業
民
俗
文
化
財
の
調
査
保
存
修
理
、
防
災
、
地
域
伝
承
活
動
等
、

文
化
財
の
保
存
修
理
等
に
不
可
欠
な
保
存
技
術
に
つ
い
て
の
後
継
者
養

成
等
の
各
種
事
業
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
た
。

宗
務
行
政
関
係
で
は

r

宗
教
法
人
の
規
則
等
の
認
証
、
都
道
府
県
に

お
け
る
惚
証
事
務
に
対
す
る
指
導
、
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
適
正
化

を
図
る
た
め
の
研
修
会
等
を
実
苑
し
た
。
ま
た
、
宗
教
法
人
の
管
理
運

士

｛

れ
て
い
る
。

尋
忍

芸
術

文
化
行
政
の
概
況

「
．．．
 
c：
▽
特
集
文
教
施
策
の
進
展
△
i
ロ
ピ

a口a
.i
i
-
i
i
i
~
~

一

一一

文

化

[

一

i
 

②
国
民
文
化
祭
（
仮
称
）
の
開
催

て
、
着
実
な
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

る。
(1) 

芸

の
振
輿

霊
要
無
形
文
化
財
六
六
件
f

重

の
か
ん
養
に
資
す
る
た
め
「
こ
ど
応
芸
術
劇
場
」
、
次
代
を
担
う
青
少

年
の
情
操
の
か
ん
養
と
芸
術
活
動
へ
の
気
遅
を
醸
成
す
る
「
青
少
年
芸

術
劇
場
」
f
中
学
生
の
情
操
の
か
ん
養
と
芸
術
活
動
へ
の
参
加
の
槻
運

を
嗣
成
す
る
「
中
学
校
芸
術
鑑
賞
教
室
」
、
全
国
各
地
に
お
い
て
優
れ

た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
ず
る
機
会
を
確
保
す
る
「
移
動
芸
術
祭
」
、
美
術

作
品
の
巡
回
展
（
国
立
美
術
館
所
蔵
内
外
美
術
名
品
展
、
現
代
美
術
選
抜
展
）

③
地
方
に
お
け
る
文
化
活
動
を
振
興
す
る
施
策
と
し
て
、
昭
和
六
〇
年

八
月
、
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に

対
す
る
補
助

r

地
域
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
る
公
立
文
化
籠
設
の
建

罰
に
対
す
る
補
助
、
公
立
文
化
会
館
の
職
員
等
に
対
す
る
研
修
、
地
方

で
開
催
さ
れ
る
音
楽
、
演
劇

r

美
術
の
朧
習
会
等
に
対
す
る
指
導
者
の

れ
て
き
た
文
化
遺
産
を
大
切
に
保
存
し
、
活
用
し
、
さ
ら
に
後
世
に
引

き
継
ぐ
こ
と
迂
現
代
社
会
に
生
き
る
我
々
の
使
命
で
あ
る
。
そ
の
た

竺
文
部
省
ば
文
化
財
の
う
ち
霊
要
な
も
の
に
つ
い
て
、

専
門
家
紅

よ
る
綿
密
か
つ
的
確
な
詞
査
を
実
癒
し
、
そ
れ
に
某
づ
い
た
指
定
f
選

定
を
行
っ
て
い
る
。
昭
和
六

0
年
―
二
月
ニ
―
日
現
在
、
重
要
文
化
財

（
国
宝
を
含
む
。
）
二
方
―
二
八
二
件
、

営
の
手
引
と
し
て
「
宗
教
法
人
の
規
則
ー
質
疑
応
答
集
」
及
び
「
不
活

動
宗
教
法
八
整
理
の
手
引
」
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
た
ほ
咬
宗
務
時
報

及
び
宗
教
年
鑑
を
発
行
し
た
。

第
二
国
立
劇
楊
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

＇
ア
ペ
ラ
、
バ
レ
更
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
現
代
舞
踊
、
現
代
演
劇
等
の

現
代
蒜
台
芸
術
の
殿
堂
と
な
る
第
二
国
立
劇
場
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六

0
年
七
月
、
建
築
設
計
競
技
の
募
集
要
項
を
発
表
し
、

い
わ
ゆ
る
公
開

設
計
コ
ン
ペ
に
着
手
し
た
。
す
で
に
国
内
一
四
二
二
名
、
海
外
三
七
カ

国
五

0
七
名
の
多
数
の
建
築
家
か
ら
コ
ン
ペ
ヘ
の
参
加
登
録
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
昭
和
六
一
年
四
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
間
に
応
募
を

受
け
つ
け
、
六
月
頃
に
は
、
入
賞
作
品
を
発
表
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

入
賞
作
品
の
発
表
後
は
、
最
優
秀
作
品
に
基
づ
き

r

昭
和
六
一
年
度

か
ら
昭
和
六
二
年
度
に
か
け
て
具
体
的
な
建
築
案
を
固
め
る
た
め
の
基

本
設
計
を
行
う
予
定
で
あ
り
f
第
二
国
立
劇
場
の
建
設
実
現
へ
向
け

ま
ぢ
我
が
国
の
歴
史
の
流
れ
の
中
で
生
ま
れ

r

育
ち
、
受
け
継
が

派
遣
を
行
っ

- 67 - - 66 -



コ
ン
ピ
ュ
ー
，
夕
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
利
用
さ
れ
て
お
り

コ

て
公
表
し
た
。

こ
の
報
告
を
受
け
て
著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
法
的
保
護

著
作
権
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

昨
年
九
月
に
報
告
書
を
ま
と
め

け
る
主
な
旅
策
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

て
著
作
権
制
度
の
整
備
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最
近
に
お

昭

和
五
九
年
＝
―
-
月
以
来
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
及
び
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る

要
請
さ
れ
て
い
る
。
著
作
権
審
議
会
第
七
小
委
員
会
に
お
い
て
は
、

②
文
化
庁
は
最
近
に
お
け
る
科
学
技
術
の
著
し
い
進
展
に
対
応
し

デ
ィ
ア
が
急
速
に
発
達
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
し
た
法
的
整
備
が

語
指
導
研
究
協
議
会
」
を
実
旋
す
る
。

と
研
修
会
を
行
う
ほ
か

新
た
に
、

事
例
研
究
を
中
心
と
し
た
「
日
本

に
普
及
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
法
的
保
護
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い

東
西
二
地
区
で
行
っ
た
。

六
一
年
度
も
引
き
続
き
新
し
い
教
材
の
作
成
を
用
い
て
必
要
な
情
報
が
瞬
時
に
検
索
で
き
る
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
が
急
速

こ
れ
を
用
い
た
「
中
国
帰
国
者
に
対
す
る
日
本
語
指
導
者
研
修
会
」
を

情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
膨
大
な
情
報
の
中
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

し
、
各
都
道
府
県
援
護
担
当
課
を
通
し
て
無
償
配
布
す
る
と
と
忠
に
、

整
備

I
」
に
即
し
芸
日
本
語
指
導
者
向
け
「
指
導
参
考
資
料
」
を
作
成

②
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
及
び
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
著
作
権
制
度
の

度
は
、
前
年
度
作
成
の
「
中
国
か
ら
の
帰
国
者
の
た
め
の
生
活
日
本
語

す
る
法
律
案
を
提
出
し
て
い
る
。

七
年
度
か
ら
日
本
語
教
育
教
材
を
作
成
＇
配
布
し
て
き
た
が

六
0
年

す

る

た

め

、

第

一

0
四
回
国
会
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
の
特
例
に
関

ま
た

中
国
帰
国
者
の
生
活
適
応
の
円
滑
化
に
役
立
て
る
た
姿
五

あ
る
。

さ
ら
こ
、
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
質
に
見
合
っ
た
登
録
制
度
を
整
備

と
と
恣
に
説
明
会
を
開
催
す
る
。

を
改
正
し

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
法
的
保
護
の
基
盤
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で

こ
れ
に
つ
い
て
広
く
理
解
を
得
る
た
め
関
係
資
料
を
作
成
。
配
布
す
る

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

昨
年
六
月
に
著
作
権
法

尻
内
閣
訓
令
に
よ
っ
て
実
施
に
移
す
予
定
で
あ
る
。
き
た
実
施
後
f

発
を
促
進
す
る
と
と
怠
に
，
．
利
用
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
強
く
要
請

昭
和
六
一
年
度
は

こ
の
答
申
を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
、

内
閣
告

の
忠
の
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

そ
の
適
切
な
保
護
を
図
っ
て
院

名
遣
い
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ソ
ピ
ュ
ー
タ
を
機
詣
さ
せ
る
ブ
ロ
グ
ラ
ム
は
現
代
社
会
に
必
要
不
可
欠

負
｛

る゚

ど

一
般
の
社
会
生
活
に
お
い
て
現
代
の
国
語
を
書
き
表
す
た
め
の
仮

我
が
国
芸
術
文
化
の
振
興
に
資
す
る
た
め
芸
術
祭
国
際
公
演
を
実
旋
す

化
や
手
直
し
を
行
い

法
令
f
公
用
文
書
、

新
聞
、
雖
誌
f

放
送
な

せ
、
ア
ジ
ア
。
太
平
洋
地
域
諸
国
間
の
友
好
親
善
に
寄
与
し
f
も
っ
て

の
判
断
の
も
と
に
そ
の
性
格
、
構
成
及
び
内
容
に
関
し
望
ま
し
い
明
確

国
の
代
表
的
な
民
族
芸
能
団
を
招
へ
い
し
て
芸
術
祭
に
特
別
参
加
さ

た
今
日
、
社
会
の
各
方
而
で
お
お
む
ね
安
定
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と

進
す
る
と
と
忠
に
、
ア
ジ
ア
：
太
平
洋
地
誡
諸
国
の
中
か
ら
毎
年
四
か

「
現
代
か
な
づ
か
い
」
に
つ
い
て

実
施
以
来
約
四

0
年
の
歳
月
を
経

の
推
移
に
対
応
し
f
毎
年
秋
に
実
旅
し
て
い
る
芸
術
祭
の
国
際
化
を
促

こ
の
答
申
は

昭
和
二
ニ
年
に
内
閣
告
示
：
内
閣
訓
令
と
な
っ
た

催
す
る
予
定
で
あ
る
。

③
芸
術
祭
国
際
公
演

文
化
庁
で
は
、
我
が
国
の
政
治
的
，
経
済
的
地
位
の
向
上
な
ど
時
代

遣
い
」
を
文
部
大
臣
に
答
申
し

こ

の
各
糧
の
文
化
活
動
ー
民
俗
芸
能
、
民
闘
f
合
唱

r

吹
奏
楽
、
演
劇
f

舞
蛹
、
邦
楽
、
文
芸
、
美
術
及
び
お
茶
お
華
な
ど
の
生
活
文
化
ー
を
全

国
的
規
模
で
発
表
す
る
場
と
し
て
国
民
文
化
祭
（
仮
称
）
を
開
催
す
る
。

こ
れ
は
、
全
国
各
地
か
ら
各
種
の
文
化
活
動
が
一

よ
り
日
本
文
化
の
全
体
的
動
向
が
把
握
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
、

れ
を
契
機
と
し
て
新
し
い
文
化
の
創
造
を
促
す
こ
と
等
を
ね
ら
い
と
ず

る
も
の
で
あ
る
。
文
化
祭
の
事
業
は
、
主
催
者
（
文
化
庁
等
）
の
実
施
す

る
主
催
事
業
と
協
賛
団
体
＇
企
業
の
実
旋
す
る
協
賛
事
業
に
よ
り
実
旅

す
る
が
、
主
催
事
業
に
つ
い
て
は
本
年
度
ば
ー
一
月
下
旬
に
東
京
で
開

に
会
す
る
こ
と
に

文
化
庁
で
は
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
広
く
国
民
一
般
（
ア
マ
チ
ュ
ア
）

）
 

心（
 

文
化
庁
で
は
、

日
米
舞
台
芸
術
交
流
事
業

日
米
両
国
間
の
芸
術
水
準
の
向
上
と

r

我
が
国
芸
術

文
化
の
振
興
に
資
す
る
た
曼
我
が
国
の
現
代
舞
台
芸
術
を
米
国
に
派

遣
す
る
f

日
米
舞
台
芸
術
交
流
事
業
を
実
施
す
る
。

①
国
語
旋
策
で
は
、
第
一
六
期
国
語
審
議
会
（
昭
和
五
九
年
四
月
し
六

一
年
四
月
）
が
、
第
一
五
期
以
来
、
昭
和
四
一
年
六
月
の
「
国
語
旅
策
の

改
善
の
具
体
策
に
つ
い
て
」
の
文
部
大
臣
の
諮
問
事
項
中
残
さ
れ
た
課

題
で
あ
る
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
が
、
六

0

年
二
月
に
「
改
定
現
代
仮
名
遣
い
（
案
）
」
を
公
表
し
て
広
く
意
見
を
求

め
る
な
ど
慎
重
な
審
議
を
霊
ね
、
六
一
年
三
月
六
日
「
改
定
現
代
仮
名

る
。
ま
た
f

C
A
T
V
r
ピ
デ
オ
テ
ッ
ク
ス
f

>
R
S
等
の
ニ
ュ
ー
メ

国
語
〇
著
作
権
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る。町
水
墨
画
展
」

ま
芦
海
外
に
お
げ
る
文
化
財
の
保
存
修
復
に
協
力
す
る
事
業
と
し

て
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
新
規
に
中
国
の
敦
煙
莫
高
窟
壁
固
保
存
修
復

の
た
め
の
科
学
的
、
基
礎
的
研
究
等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

敦
燻
莫
高
窟
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
残
る
世
界
的
に
も
貴
重
な
文
化

財
で
あ
り
、
そ
の
壁
詞
仏
像
は
紀
元
四
世
紀
か
ら
約

l
o
)
0
0年
に

わ
た
り
造
ら
れ
た
息
の
で
あ
り
、
殊
に
そ
の
古
い
時
代
の
も
の
は
我
が

国
の
飛
鳥
上
奈
良
時
代
美
術
の
直
接
的
先
駆
を
な
す
も
の
と
し
て
我
が

国
に
と
っ
て
も
貴
重
な
出
の
で
あ
る
。

（
デ
ト
ロ
イ
ト
及
び
ホ
ノ
ル
ル
）
の
開
催
を
予
定
し
て
い

海
外
に
お
げ
る
展
覧
会
と
し
て
、
昭
和
六
一
年
度
に
は
「
雪
舟
と
室

和
気
清
麿
図

説

文
化
財
は
、
わ
が
国
の
歴
史

r

文
化
等
の
正
し
い
理
解
の
た
め
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の

基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て

r

そ
の
近
切
な
保
存
こ
活
用
を
図
る
こ
と

四

し
て
い
る
。

の
保
護

す
べ
て
完
了
し
、
荒
鳥
の
丙
影
を
伝
え
る
伽
藍
が
整
備
さ
れ
た
。

り
著
作
権
審
麟
会
第
九
小
委
員
会
に
お
い
て
審
議
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

に
昭
和
九
年
か
ら
継
続
実
旅
さ
れ
て
き
た
法
隆
寺
の
諸
堂
宇
の
修
理
が

建
造
物
の
保
存
修
理
は

六
0
年
度
一
〇
六
件
を
実
旋
し
た
が
、
特

物
に
関
す
る
著
作
権
制
度
上
の
問
題
を
楡
討
す
る
た

本
年
―
―
一
月
よ

一
括
し
て
整
然
と
埋
納
さ
れ
て
い
た
点
で
他
に
類
例
が
な
い
。

最
近
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
朋
い
て
図
形
、
音
楽
等
様
々
な
も
の
か
創
作

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
f
こ
の
よ
う
な
コ

ピ
ュ
ー
タ
創
作

足
今
回
の
も
の
は
弥
生
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
大
置
の
銅
剣
が

既
発
見
の
銅
剣
唸
敦
は
全
国
で
約
一

1
1
0
0
口
と
言
わ
九
て
い
る

①
コ
ン
ピ
三
ー
タ
創
作
物
に
関
す
る
著
作
櫂
問
題
の
検
討

か
ら
出
土
し
た
一
―
―
―
立
八
口
の
中
細
形
鍔
剣
を
重
要
文
化
財
に
指
定
し

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

指
定
に
つ
い
て
は
、
特
に

r

昭
和
六

0
年
に
島
根
県
の
荒
神
谷
遺
跡

月
に
著
作
権
審
議
会
に
第
八
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
同
小
委
員
会
は

に
つ
い
て
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

作
権
法
に
お
い
て
は
、

し
た
が
っ
一
＼
出
版
者
の
保
護
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
に
昨
年
七

出
版
者
独
自
の
保
叢
は
認
め
ら
れ
て
い
な
＼

保
護
の
た
め
に
必
要
な
助
成
措
置
を
謡
じ
て
い
る
。

所
有
者
、

管
理
団
体
等
に
対
し

r

文
化
財
の
管
理
、

ま
た
、

修
理
、

平
城
宮
の
正
面
門
で
あ
る
朱
雀
門
に
つ
い
て
は
昭
和
一
i
一
九
年
に
発

掘
詞
査
を
行
い
、
位
置
及
び
規
模
を
確
認
し
た
が
、
昭
和
六
一
年
度
か

ら
、
さ
ら
に
具
体
的
に
意
匠
と
構
造
等
に
関
す
る
調
査
を
行
う
こ
と
と

菊
池
容
斎
筆

（
東
京
国
立
醇
物
館
資
料
部
研
究
指
導
室
長

文
化
財
の

公
開
な
ど

山
口
正
彦
）

――
 

g
 

E
 

g
 

~
和
気
清
暦
か
、
字
佐
八
幡
の
「
無
道
の
者
は
除
く
べ
し
」
と
い
う
神
託
i

8
 ~

を
称
徳
天
皇
に
上
奏
す
る
場
面
を
描
く
。
称
徳
女
帝
は
御
簾
の
奥
に
座
i

8
 i

し
、
そ
の
前
で
道
鍍
が
激
怒
し
て
大
き
な
ま
ん
丸
い
目
を
む
き
出
し
、
右
i

i
手
の
聾
扇
を
清
麿
に
突
き
つ
け
て
い
だ
清
麿
は
た
じ
る
が
ず
、
三
角
形
i

一

の

鋭

い

目

で

道

鍍

を

見

据

え

て

い

る

。

一

i
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
、
称
徳
女
帝
は
後
嗣
が
な
く
r

皇

位

を

僧

道

i

二
言
誤
ろ
う
と
し
た
た
め
、
い
わ
ゆ
る
こ
の
神
託
事
件
が
起
き
た
。
天
皇
一

i
の
即
位
の
時
に
は
、
宇
佐
神
宮
に
報
告
し
、
神
供
を
奉
ず
る
の
を
筐
例
と
i一

｛
し
て
い
る
が
℃
こ
の
時
は
藤
原
百
川
ら
を
中
心
と
す
る
廷
臣
の
反
対
に
あ
~

一

一
っ
で
女
帝
と
道
鏡
の
企
図
は
失
敗
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。

<

~
図
は
、
大
和
絵
調
の
清
楚
な
色
彩
と
筆
線
で
描
か
れ
、
図
上
に
「
妖
鏡
~

~
倫
光
日
に
掛
く
る
あ
た
り

r

毒
炎
四
海
衆
み
な
目
く
ら
む
、
清
風
一
摺
回
i

t
 

3
 ~

天
地
、
皇
統
は
婉
々
た
り
億
万
年
」
の
賛
を
題
す
る
。
妖
鏡
は
道
鏡
に
な
i

一口
て
ら
え
、
倫
光
は
光
を
盗
む
意
味
で
あ
る
。
右
下
の
「
丁
未
晩
夏
念
八
一

i
容
斎
武
保
面
井
題
」
の
款
記
に
よ
っ
て
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
六
月
i

―

二

十

八

日

、

容

斎

六

十

歳

の

作

品

で

あ

る

こ

と

が

知

れ

る

。

一

i
徳
川
幕
府
の
与
力
の
家
に
生
ま
れ
た
菊
池
容
斎
こ
七
八
八
ー
一
八
七
i

i
八
）
巳
九
十
歳
の
生
涯
を
通
し
て
大
和
絵
と
靡
史
西
に
新
雨
風
を
興
し
i

i
た
。
容
斎
の
門
流
か
ら
輩
出
し
た
近
代
日
本
画
家
の
中
に
は
巨
匠
が
多
i

、。

i↓

V

-

――
 

の
経
済
的
利
益
が
振
わ
れ
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
が

現
行
著

無
形
文
化
財
に
つ
い
て
は
伝
承
者
の
養
成
や
記
録
の
作
成
等
，

そ
の

③
出
版
者
の
保
護
に
関
ず
る
検
討

複
写
複
製
揆
器
の
開
発
普
及
に
よ
り
、
著
作
者
の
み
な
ら
ず
出
版
者

有
形
文
化
財
に
つ
い
て
は

そ
の
保
存
修
理
、
防
災
、

買
い
上
げ
等
、

文
化
財
の
う
ち
重
要
な
慮
の
を
指
定
。
選
定
す
る
ほ
か
、

律
案
を
第
一

0
四
回
国
会
に
提
出
し
て
い
る
。

ほ
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

文
化
庁
は
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▽
昭
和
五
九
年
九
月
以
来
、
精
力
的
な
審
議

を
進
め
て
き
た
臨
時
教
育
審
議
会
は
、
昨
年

六
月
の
第
一
次
答
申
提
出
後
、
さ
ら
に
審
議

を
重
ね
、
本
年
一
月
に
は
そ
の
審
議
内
容
を

「
審
議
経
過
の
概
要
（
そ
の
三
）
」
と
し
て

公
表
し
た
こ
と
は
皆
様
す
で
に
御
承
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

▽
公
表
後
は
、
広
く
国
民
各
界
各
層
の
意
見

等
を
徴
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
再
び
審

議
に
審
議
を
重
ね
、
現
在
は
、
第
二
次
答
申

の
提
出
予
定
を
目
前
に
控
え
、
最
後
の
調
整

段
階
に
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
昼

夜
を
別
た
ず
、
熱
心
に
審
議
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
委
員
の
皆
様
に
は
、
本
当
に
御
苦
労
様

で
し
た
と
御
礼
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

▽
こ
の
第
二
次
答
申
は
、
今
後
の
文
教
政
策

の
指
針
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
第
一
次

答
申
と
併
せ
て
、
そ
の
施
策
の
実
施
に
関
し

て
は
政
府
全
体
の
責
任
に
お
い
て
、
所
要
の

措
懺
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
．

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

▽
本
号
は
、
こ
の
第
一
次
答
申
後
の
文
部
省

の
対
応
状
況
を
含
め
、
昭
和
六

0
年
度
文
教

施
策
の
展
開
と
六
一
年
度
の
展
望
に
つ
い
て

の
特
集
で
す
。
文
教
施
策
の
在
り
方
に
つ
い

て
お
考
え
い
た
だ
く
上
で
、
好
個
の
資
料
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。

▽
な
お
、
第
二
次
答
申
に
関
し
て
、
答
申
全

文
及
び
関
係
資
料
等
か
ら
な
る
本
誌
臨
時
増

刊
号
を
、
四
月
末
を
目
途
に
刊
行
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
御
期
待
く
だ
さ

い

。

（

政

策

課

）
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